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ロシア解読  

経

済

の

混

乱

要

因

と

し

て

警

戒

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

 

 

ま

た

、

ブ

ラ

ジ

ル

へ

進

出

し

事

業

を

営

む

外

国

企

業

か

ら

は

、

不

便

益

や

追

加

的

に

発

生

す

る

コ

ス

ト

も

多

々

指

摘

さ

れ

て

い

る

。

①

税

率

の

高

さ

お

よ

び

煩

雑

な

税

体

系

に

伴

う

納

税

事

務

コ

ス

ト

の

大

き

さ

、

②

劣

悪

な

イ

ン

フ

ラ

に

起

因

す

る

物

流

コ

ス

ト

の

大

き

さ

、

③

通

貨

と

物

価

の

変

動

の

大

き

さ

な

ど

で

あ

る

。

具

体

例

を

あ

げ

る

と

、

ブ

ラ

ジ

ル

は

州

ご

と

に

税

率

が

異

な

り

、

様

々

な

税

控

除

が

存

在

す

る

な

ど

税

制

も

複

雑

で

あ

る

。

そ

の

た

め

、

企

業

が

納

税

事

務

に

費

や

す

時

間

は

年

間

２

５

０

０

時

間

と

新

興

国

の

中

で

も

突

出

し

て

長

い

。

ま

た

イ

ン

フ

ラ

の

未

整

備

も

目

立

ち

、

舗

装

道

路

と

鉄

道

の

距

離

の

国

土

面

積

に

対

す

る

割

合

で

測

っ

た

物

流

イ

ン

フ

ラ

の

整

備

状

況

は

、

ア

ル

ゼ

ン

チ

ン

、

チ

リ

、

メ

キ

シ

コ

な

ど

競

合

す

る

他

の

中

南

米

諸

国

に

後

れ

を

取

っ

て

い

る

。

こ

れ

ら

の

問

題

を

解

消

し

事

業

環

境

を

改

善

す

る

こ

と

は

、

外

国

企

業

の

投

資

を

継

続

的

に

受

け

入

れ

て

い

く

う

え

で

必

要

で

あ

る

。

 

 

一

方

、

ロ

シ

ア

の

景

気

減

速

も

続

い

て

い

る

が

、

ブ

ラ

ジ

ル

で

見

ら

れ

る

よ

う

な

経

済

政

策

の

ね

じ

れ

現

象

は

な

い

。

物

価

上

昇

率

は

高

め

な

が

ら

、

過

去

の

イ

ン

フ

レ

高

進

期

に

比

べ

れ

ば

抑

制

さ

れ

て

い

る

ほ

か

、

経

常

収

支

は

黒

字

で

あ

る

。

こ

の

た

め

、

通

貨

ル

ー

ブ

ル

は

フ

ラ

ジ

ャ

イ

ル

５

に

認

定

さ

れ

て

い

な

い

。

他

方

で

、

ブ

ラ

ジ

ル

と

同

様

に

、

外

国

企

業

が

操

業

す

る

う

え

で

の

問

題

点

・

課

題

は

多

々

見

ら

れ

る

。

 

 

も

っ

と

も

、

ロ

シ

ア

に

と

っ

て

、

当

面

は

こ

れ

ら

の

経

済

事

情

や

投

資

環

境

で

は

な

く

、

ウ

ク

ラ

イ

ナ

情

勢

と

い

う

地

政

学

上

の

問

題

が

最

大

の

リ

ス

ク

要

因

で

あ

ろ

う

。

ロ

シ

ア

の

ウ

ク

ラ

イ

ナ

へ

の

関

与

、

お

よ

び

こ

れ

に

起

因

す

る

ロ

シ

ア

と

西

側

諸

国

に

よ

る

経

済

制

裁

の

応

酬

は

、

ロ

シ

ア

は

も

と

よ

り

欧

州

、

さ

ら

に

は

世

界

全

体

に

関

わ

る

地

政

学

的

リ

ス

ク

に

な

り

つ

つ

あ

る

。

 

 

ウ

ク

ラ

イ

ナ

の

政

変

と

ロ

シ

ア

の

関

与

は

、

年

明

け

以

来

の

ル

ー

ブ

ル

の

下

落

傾

向

に

拍

車

を

か

け

た

。

欧

米

を

は

じ

め

と

す

る

先

進

諸

国

に

よ

る

制

裁

(

目

下

の

と

こ

ろ

本

格

的

な

経

済

制

裁

で

は

な

い

が

、

影

響

は

す

で

に

出

て

い

る

)

が

続

く

と

み

ら

れ

る

中

、

今

後

は

ロ

シ

ア

経

済

の

低

迷

が

深

刻

化

し

、

ル

ー

ブ

ル

も

さ

ら

に

下

落

す

る

可

能

性

が

あ

る

。

し

た

が

っ

て

、

ウ

ク

ラ

イ

ナ

へ

の

関

与

の

落

と

し

所

を

模

索

す

る

こ

と

が

ロ

シ

ア

に

と

っ

て

喫

緊

の

課

題

で

あ

る

こ

と

に

疑

い

は

な

い

。

た

だ

し

、

他

方

で

投

資

環

境

の

改

善

を

は

じ

め

、

国

内

の

経

済

課

題

へ

の

取

り

組

み

も

後

回

し

に

し

て

良

い

わ

け

で

は

な

い

。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

了

)
 

(

文

責

：

国

際

通

貨

研

究

所

経

済

調

査

部

副

部

長

 

中

村

明

)
 

平

均

で

見

る

と

、

一

定

以

上

の

購

買

力

を

有

す

る

消

費

者

が

１

億

人

以

上

存

在

す

る

厚

み

の

あ

る

市

場

を

有

し

て

い

る

こ

と

に

な

る

。

 

 

両

国

の

経

済

は

、

新

興

国

と

く

に

中

国

・

イ

ン

ド

と

い

っ

た

経

済

・

人

口

大

国

が

拡

大

基

調

を

強

め

、

エ

ネ

ル

ギ

ー

や

鉱

物

資

源

に

対

す

る

需

要

が

増

加

し

た

こ

と

を

主

因

に

、

２

０

０

０

年

以

降

概

ね

高

い

成

長

を

続

け

、

近

年

に

お

い

て

最

も

好

調

な

推

移

を

示

し

た

。

た

だ

し

、

２

０

１

０

年

を

境

に

中

国

・

イ

ン

ド

の

景

気

が

減

速

に

転

じ

、

こ

れ

ら

の

国

々

に

対

す

る

資

源

・

農

産

品

の

輸

出

が

伸

び

悩

ん

だ

こ

と

や

、

物

価

上

昇

が

顕

著

に

な

り

金

融

引

き

締

め

が

行

わ

れ

た

こ

と

な

ど

か

ら

、

経

済

は

不

振

に

転

じ

た

。

ブ

ラ

ジ

ル

は

２

０

１

１

年

以

降

、

ロ

シ

ア

は

２

０

１

２

年

以

降

、

そ

れ

ぞ

れ

景

気

減

速

が

鮮

明

と

な

っ

た

。

 

 

ブ

ラ

ジ

ル

で

は

、

景

気

低

迷

に

加

え

、

経

済

政

策

の

ね

じ

れ

や

本

来

行

わ

れ

る

べ

き

構

造

・

制

度

の

改

革

が

進

ま

な

い

こ

と

が

経

済

の

重

荷

と

な

っ

て

い

る

よ

う

だ

。

 

 

目

下

、

経

済

の

低

成

長

に

も

か

か

わ

ら

ず

物

価

上

昇

率

は

高

止

ま

り

、

ス

タ

グ

フ

レ

ー

シ

ョ

ン

の

様

相

を

呈

し

て

き

た

。

イ

ン

フ

レ

の

進

行

を

抑

制

す

る

た

め

に

、

中

央

銀

行

は

金

融

引

き

締

め

政

策

を

実

施

し

て

い

る

が

、

政

府

は

需

要

を

喚

起

す

べ

く

、

所

得

減

税

や

社

会

保

障

負

担

の

軽

減

な

ど

財

政

刺

激

策

を

実

施

す

る

な

ど

、

経

済

政

策

の

内

容

が

不

整

合

と

な

っ

て

い

る

。

こ

れ

は

、

長

い

間

求

め

ら

れ

て

き

た

財

政

規

律

の

回

復

に

逆

行

し

、

ま

た

イ

ン

フ

レ

の

高

止

ま

り

に

つ

な

が

っ

て

い

る

。

さ

ら

に

、

そ

れ

ま

で

の

景

気

拡

大

の

影

響

に

よ

り

資

本

や

労

働

が

逼

迫

し

、

す

で

に

一

国

全

体

で

見

た

生

産

余

力

が

乏

し

い

も

の

の

、

消

費

は

比

較

的

底

固

く

総

需

要

が

伸

び

続

け

た

こ

と

か

ら

、

経

常

赤

字

は

拡

大

し

た

。
 

 

こ

れ

ら

イ

ン

フ

レ

と

経

常

赤

字

の

併

存

は

、

新

興

国

経

済

に

と

っ

て

の

大

き

な

リ

ス

ク

で

あ

り

、

投

資

家

が

最

も

警

戒

す

る

要

素

で

あ

る

。

こ

の

た

め

、

ブ

ラ

ジ

ル

レ

ア

ル

は

昨

年

来

大

き

く

下

落

し

、

米

大

手

証

券

会

社

か

ら

イ

ン

ド

や

ト

ル

コ

な

ど

と

と

も

に｢

フ

ラ

ジ

ャ

イ

ル

５｣

と

不

名

誉

な

呼

び

名

を

与

え

ら

れ

、

金

融

市

場

で

は

世

界

「

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

」

「

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

」

「

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

」

「

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

」

誕

生

誕

生

誕

生

誕

生
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と

も

に

と

も

に

と

も

に

と

も

に

資

源

大

国

資

源

大

国

資

源

大

国

資

源

大

国

の

ロ

シ

ア

と

ブ

ラ

ジ

ル

の

ロ

シ

ア

と

ブ

ラ

ジ

ル

の

ロ

シ

ア

と

ブ

ラ

ジ

ル

の

ロ

シ

ア

と

ブ

ラ

ジ

ル    

  

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

諸

国

の

中

で

、

ロ

シ

ア

と

ブ

ラ

ジ

ル

は

比

較

的

類

似

す

る

点

が

多

い

。

そ

の

第

一

は

、

天

然

資

源

が

豊

富

な

こ

と

で

あ

る

。

ロ

シ

ア

は

原

油

・

天

然

ガ

ス

な

ど

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

、

ブ

ラ

ジ

ル

は

鉄

鋼

を

は

じ

め

と

す

る

鉱

物

が

生

産

・

輸

出

の

多

く

を

占

め

て

い

る

。

 

 

そ

う

い

っ

た

事

情

も

あ

り

、

か

つ

ま

た

両

国

が

地

理

的

に

遠

く

離

れ

て

い

る

こ

と

か

ら

、

ロ

シ

ア

と

他

の

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

諸

国

と

の

貿

易

の

中

で

、

ブ

ラ

ジ

ル

と

の

取

引

規

模

は

最

も

小

さ

い

。

ロ

シ

ア

の

ブ

ラ

ジ

ル

と

の

貿

易

取

引

額

(

輸

出

入

の

合

計

)

は

55

億

ド

ル

と

、

ロ

シ

ア

の

貿

易

取

引

総

額

(

８

４

４

２

億

ド

ル)

の

１

％

に

満

た

な

い(

い

ず

れ

も

２

０

１

３

年

実

績

、

以

下

同

様

)

。

対

照

的

に

、

中

国

と

は

主

要

産

出

品

目

が

補

完

関

係

に

あ

る

た

め

、

主

と

し

て

ロ

シ

ア

が

資

源

を

輸

出

し

中

国

が

工

業

品

を

輸

出

す

る

こ

と

で

、

両

国

間

の

貿

易

額

は

８

８

８

億

ド

ル

と

ロ

シ

ア

の

貿

易

取

引

総

額

の

10

％

程

度

に

達

し

て

い

る

。

 

 

な

お

、

ロ

シ

ア

の

ブ

ラ

ジ

ル

へ

の

輸

出

品

目

の

う

ち

上

位

を

占

め

て

い

る

の

は

、

デ

ィ

ー

ゼ

ル

燃

料

、

塩

化

カ

リ

ウ

ム

、

尿

酸

窒

素

、

ア

ル

ミ

ニ

ウ

ム

、

ア

ン

モ

ニ

ウ

ム

な

ど

燃

料

・

肥

料

・

化

学

製

品

で

あ

る

。

一

方

、

ロ

シ

ア

の

ブ

ラ

ジ

ル

か

ら

の

輸

入

の

上

位

品

目

は

、

牛

肉

、

豚

肉

、

鶏

肉

、

砂

糖

、

大

豆

と

い

っ

た

農

産

品

で

あ

る

。

 

 

ロ

シ

ア

と

ブ

ラ

ジ

ル

の

類

似

点

の

第

二

は

、

経

済

お

よ

び

人

口

の

規

模

が

世

界

の

中

で

比

較

的

上

位

に

位

置

す

る

こ

と

で

あ

る

。

両

国

と

も

名

目

Ｇ

Ｄ

Ｐ

は

２

兆

ド

ル

程

度

、

か

つ

人

口

は

１

億

人

を

超

え

て

お

り

、

世

界

の

中

で

10

位

以

内

か

つ

５

位

以

下

に

ラ

ン

ク

さ

れ

る

。

ま

た

、

い

ず

れ

も

一

人

当

た

り

名

目

Ｇ

Ｄ

Ｐ

は

１

万

ド

ル

を

超

え

、

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

の

中

で

は

高

所

得

国

の

部

類

に

属

す

る

。

と

も

に

 

「

し

ぼ

む

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

の

夢

」

 

真

偽

の

検

証

(

ロ

シ

ア

を

中

心

に)
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